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■トピックス

当社は、電池事業の強化策として、本年１月に三洋電機株式会社の連結子会社でニッケル水素電池事
業を営む三洋エナジートワイセル株式会社（現FDKトワイセル株式会社）、ならびに円筒形リチウム一次
電池およびコイン形二次電池事業を営む三洋エナジー鳥取株式会社（現FDK鳥取株式会社）の全株式を
取得いたしました。

これにより電池事業の事業領域を拡大するとともに、既存技術との融合により、環境に配慮した新し
い蓄電デバイスの開発や電池と電子部品によるシナジー製品の開発などを進めてまいります。

◎三洋エナジートワイセル株式会社および三洋エナジー鳥取株式会社の全株式を取得

当社は、本年３月12日から14日までの３日間、幕張メッセ（千葉県千葉市）において開催された国内
最大級の健康・美容情報が集結する展示会『第10回 JAPANドラッグストアショー』に出展いたしました。

当社ブースは、「セルフメディケーションと乾電池の融合」をテーマに、富士通アルカリ乾電池「G.D.R
シリーズ」や昨年11月より販売を開始し、本年３月に日本経済新聞で取りあげられたH GRADEシリー
ズ「LEDウォーキングライト」などの製品を多数展示、ご紹介することにより、多くの方々にご来場い
ただきました。

◎『第10回 JAPANドラッグストアショー』 へ出展

当社と富士電機システムズ株式会社の共同開発によるリチウムイオンキャパシタモジュールが、沖縄
県の与那国島などの離島で本年８月より実証実験が実施される太陽光発電の系統安定化システムに採用
されました。リチウムイオンキャパシタモジュールを搭載することで、太陽光発電の弱点である天候に
よる出力の不安定さを改善させます。

当社は、今後需要の拡大が予想される自然エネルギーの分野へ向けた取り組みを強化してまいります。

◎リチウムイオンキャパシタモジュールが大規模太陽光発電の系統安定化システムに採用
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